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●90 年代以降のロック 

・グランジ 
grunge: おそまつな, うすぎたない、不平を言う, こぼす 
アメリカの大学生たちが始めた手作りのロック。 
 例：ニルヴァーナ 

・オルタナティヴ・ロック (オルタナ) alternative rock 
これまでのロックとは違う「もうひとつ」のもの 
グランジもオルタナの中のひとつとみなされる 
多様化 

 

・90 年代以降（現代まで）のロックの傾向 
 
a)既存のロックのスタイルの複合 

パンク＋ヘビメタ 
 例：マキシマム・ザ・ホルモン 
 

パンク＋ヘビメタ＋異装 
 例：スリップノット 

 

パンク＋ヘビメタ＋異装＋ユニセックス 
 例：日本のビジュアル系 
  Xjapan 
  マリス・ミゼル 
 

ヘビメタ＋プログレ 
 例：ドリームシアター 
 

b)他ジャンルとの複合・結合 

  ・カントリー、フォーク、ブルース 
  ・Ｒ＆Ｂ、ヒップホップ     
  ・ジャズ、フュージョン 
  ・スカ、レゲエ、ラテン 
  ・伝統音楽、民族音楽   
  ・ディスコ、ハウス、テクノ、エレクトロニカ 
     など 
 
 例：リンキン・パーク （ヒップホップ+ロック） 
   和楽器バンド  （伝統音楽＋ロック） 
   ベビーメタル （アイドル＋ロック） 
 

c)原点／基本への回帰 

  ・ネオ・ロカビリー 
  ・レトロ・ロック 
 
 例：ストレイ・キャッツ（ブライアン・セッツァー） 
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■テクノ／エレクトロニカ 

  電子楽器（音響装置）とくにシンセサイザーやコンピュータを駆使した音楽 

  「電子楽器」は 1920 年代、「コンピュータ音楽」は 1950 年代から 

  しかしポピュラー音楽の文脈ではシンセサイザーの発明以降（Robert Moog 1964) 

 

●シンセサイザーの登場と発展 （1960 年代後半～） 
 初期のシンセサイザーは単声 
 → 音色を作るのに手間がかかる 
 → 多重録音が前提 

 例） ワルター・カーロス 《スイッチト・オン・バッハ》より 

  J.S.バッハ 2 声のインヴェンション ヘ長調 

    ブランデンブルク協奏曲第 3 番第 2 楽章 

  ペリー＝キングスレイ 《バロック・ホーダウン》 

  富田勲 

  ムソルグスキー 《展覧会の絵》より「殻をつけたひな鳥の踊り」 

 

●テクノポップの登場 （’70s 末～） 
 例） クラフトワーク    《ロボット》 

  イエロー・マジック・オーケストラ（YMO） 《ライディーン》 

 

●80 年代以降 
   ポリフォニック・シンセサイザーの普及 

   リズム・マシーンの普及とユーロ・ビートの流行 

   サンプリング・マシンの登場 

   コンピュータによる音楽制作 （ＤＴＭ）の簡便化 

 例） カイリー・ミノグ 《ラッキー・ラヴ》 

 

●その後 
 ヨーロッパではダンス・ミュージックとして定着 

  →ハウス・ミュージック、クラブ・ミュージック 

 ポップとコアの両極化 

 他ジャンルとの融合 

 

 →ポップス全体に浸透 

 →アメリカにも普及（EDM） 

 

 例） ケミカル・ブラザーズ 《レット・フォーエヴァー・ビー》 

  ビヨーク   《ヒドゥン・プレイス》 

  パフューム  《エレクトロ・ワールド》 

  Skirillex   Ultra Music Festival ライブ 

 

 

 


